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定票とされる SF36 の身体機能下位尺度に対し、日本語版 FAAM の ADL 下位尺度は 0.86、ス
ポーツ下位尺度は 0.75 と高い相関係数を示す一方、SF36 心の健康下位尺度に対して日本語
版 FAAM の ADL 下位尺度は 0.29、スポーツ下位尺度は 0.27 と、相関関係を持たないことを













群 29 名を対象に、競技復帰期の動的バランステストと日本語版 FAAM の有用性の検証を行っ
た。結果として日本語版 FAAM は、足関節内反捻挫受傷後の競技復帰時において、患側（ADL
下位尺度 97.6±3.8%、スポーツ下位尺度 87.8±12.5%）を、健側（ADL 下位尺度 100.0±0.0%、
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